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中国における緑化政策
退耕還林・還草工程を中心に(その 2) 
はじめに
中国6大林業工程の一つである退耕還林・還
草事業が2年間の試行期間を経て， 2001年より
本格的に実施されてから早くも 5年目を迎え，
中国政府が計画する第1段階の過半を経過する
ことになる。
筆者は，当年報(東洋大学アジア文化研究所)
37号 (2002年)において，新中国成立以降の中
国林業行政の変化を概観し，いわゆる 6大林業
工程(1)の中から，退耕還林・還草工程(以下単
に退耕還林或いは退耕還林事業という)が出現
する必然性と，その初期的実施段階の諸問題を
考察した。
さらに，同年報39号 (2004年)において，現
地調査を含め，退耕還林の枠組総体について解
説を加えた(九
今回は，この退耕還林事業を継続する中で，
華北と華南の調査を踏まえ，具体的にどのよう
に展開され，それがどのような杜会的効果を上
げてきたのか，実情と問題点を分析する事と
し，その為，上記37号を改めて「その 1Jとし，
本号を「その2Jとしてテ マを継続させるこ
ととした。なお同時に，最近の中国林業行政に
ついて， 2005年11月『東方j297号の小稿「中国
緑化行政の新段階」も合わせご覧頂ければ幸い
である1))。
1 I治理与破壊相持階段」と「森林覆蓋率」
18.21 % 
(1) 治理与破壊相持階段最近の中国森林縁化
行政の最大のニュ スは，国家林業局長周生賢
飯塚勝重
氏によって， I生物に対する中国の自然環境は，
整備(治理)と破壊が平衡する段階に至った」
と発表されたことであろう。周生賢氏は， 2005 
年当初の「全国国家林業局長会議」において，
この観測を伝えたのであるが，全国に大きな反
響を呼ぶと共に，周生賢氏自身，この段階を脱
却するため，さらに生態建設の重要性の認識を
深め，積極的な攻撃を以てよりよい段階に至ら
なければならないと戒めているヘ
中国の生態環境が荒廃し，さらに破壊の度合
いが急速に進み，猶予ならないと警告が発せら
れたのは1990年代半ばに達してからである。部
分的には1980年代末から整備を進める生態再建
事業が出発していたが，黄河の断流，華北の乾
燥と田畑の土地・地下水の汚染，砂嵐の激化，
など，また長江等大河川の連年の大洪水の発生
などにより，国土保全はもとより，国家行政ま
で妨害されるほどの大規模災害が連続発生して
いた。
その為，中央政府は， I中国 6大林業政策」を
中心に，各種の生態建設を進めたのである。そ
の主体は，植樹造林と森林資源の回復・保持で
あり，内容的には天然林保護，野生動植物湿地
保護，退耕還林，防沙治沙，水土保持，草原建
設，生態農業，城市林業建設などであるが， 5 
~6 年の僅かの期間，必死の努力により，今日
にいたって，その効果が発揮されてきたのであ
る。生態環境の維持には各種の側面があるが，
周生賢氏率いる国家林業局の管轄としては，主
体業務は森林生態系統を主とする陸地生態系等
の建設であるとするのである九
(2) 森林覆蓋率上昇 「相持階段jの指標のー
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つは森林面積の増加，即ち森林覆蓋率=森林面
積の急上昇である。 1949年の統計が何処まで正
確かは不明であるが，文化大革命を経て，乱開
発が進み，改革開放時期に入っても殆ど改善が
みられなかった。
僅かに1978年からの「三北防護林工程」が発
動されていたが，全国的な運動とはならず，
却って改革開放の一方で，沿岸部と，内陸部の
東西経済地域発展の不均衡，都市と農村の経済
格差の顕著な隔たりに加え，北辺草原の乱開
発，各地天然林の乱伐などが進み， 1990年代の
生態環境の悪化をみたことはすでに触れてきた
通りである。
こうした中で，江沢民・朱銘基体制のもと，
「山川秀美」のかけ声による，華北を中心とする
緑化行政が注目されるようになった。 1998年11
月に公布された「全国生態建設環境規画Jをも
とに，天然林保護工程など中国 6大林業工程が
準備され，各種の人工造林実施が，急、拠，全国
的に展開されることになったのである。この結
果，下表に示す通り2004年末，森林覆惹率が国
土の18.21%となったと公式発表されたのであ
る。
(なお， r中国統計年鑑2005.1 1 -4 i土地状
況Jでは国土総面積960万平方キロメートルに
対し，森林総面積174万9100平方キロメートル
で18.22%とあるが，他の項目では，同面積なが
ら，全て18.21%としている。)
この森林覆蓋率上昇に貢献したのが①退耕地
造林と②2004年から新たに加えられたi草木林地
である。
(3) 退耕還林成果 退耕還林については，すで
に周知のことであるが，この政策が同時に山地
農民の扶貧対策を兼ねたため，非常な人気を呼
び，ごく短期間に全面的に実施され，目標債を
達成していった。当初の目標は表(2 )の通り
である。
この計画に対し，実績は全く短期間に，概ね
着実に下表の如く成果を上げてきたのである。
この表から一目瞭然であるのは， 2001年から
本格的に実施したのであるが，翌年にはすでに
はっきりとした成果を上げている。表(2 )と
比べても， 2005年度までの計画に対し，早くも
2004年度で目標値を109.l8万ヘクタール上回っ
ているのである。しかも， 2003年で早くもピー
クを越えたと言うことである。
退耕還林事業には退耕地造林と宜林荒山荒地
造林があることをすでに触れてきたのである
が， 2004年度の造林完成面積は，退耕地造林
101.65万ヘクタールに対し荒山荒地造林は
254.83万ヘクタールと前者は僅かに28.5パーセ
ントに過ぎないのである。如何に山地農民が，
中国森林覆蓋率の変化(%) (r中国林業年鑑2∞4J等により作表)
表(2 ) 退耕還林初歩工程規画段階(万ha)
退耕地還林|宜林荒山荒地造林 i合計(万ha)
第 1 段階 (01~05)
第 2 段階 (06~ 1O)
600 
800 
表(3 ) 退耕還林地完成面積
年度
面積(万ha)
867 
867 
1467 
1667 
(r中国統計年鑑2005Jから作表)
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生態回復という大義名分が立ち，明瞭に扶貧対
策が組み込まれたこのプロジェクトに一斉に取
りかかったかが伺い知れるのである。
さらに，この退耕還林事業が，中国森林覆華
率の上昇に貢献しているか，表 (4)のグラフ
から明瞭に読みとれるのである。 2005年 9月26
日 f人民日報Jでは， 12002年， 2003年， 2004年
の退耕還林造林分布は全国造林総面積の58%，
68%，と54%を占め，西部の幾つかの省におい
ては90%以上を占めている」と伝えている。
(4) 扶貧対策 こうした退耕還林事業は，当
初， 1330万戸.5300万人に及ぶ事業として出発
したのであるが，上述の如く，農民の歓迎によ
り，水土保持のため，或いは傾斜地15度以上の
耕地の還林が，拡大解釈されて，毎年，計画以
上の実施と樹木活着率の高い成果が実現してい
る。 2005年9月26日『人民日報jでは 12004年末
までに，退耕還林工程はすでに3100余万の農戸
と1.2億の農民が国家によるきまりの直接食糧
補助による利益をえた。……農民は一人平均600
余元の補助を獲得した。jと極めて人心を得た
事業であると伝える。
この報道からすれば，戸数・人数とも，実に
2.3倍の規模で展開されたことになるのである。
中央の資金が同ヒ『人民日報j9月22日に「今
年末までに1036億元が投資される事になるが，
今後暫く，この政策は不変であり，補助の数量
と標準も変えない」と政府筋の見解を伝えてい
る。ただ，こうした事業に付き物のようである
が，村長とか，集体の幹部が，退耕地の不法申
請や，補助穀物や現金の横領など，退耕農民
個々の権利を犯して摘発されるなど，間々事件
となる事例も時々に起こっている。
(5) 濯木林地算入森林覆蓋率の上昇に一役
表(4 ) 中国重点工程造林面積対退耕還林面積比
2000 2001 2002 2003 2004 
造林面積(万ha) 334.59 317.33 677.74 826.28 518.81 
退耕還林(万ha) 68.36 89.03 442.36 619.61 356.82 
退耕還林比率 20% 28% 65% 75% 69% 
中国重点工程造林面積対退耕還林面積比(単位万ha)
1000 
800 
600 
400 
200 。
2000 2001 2002 2003 2004 
「中国統計年銑2005jから作表
合計
2674.75 
1576.18 
59% 
表(5 ) 中国総人工造林面積に占める退耕還林面積 (ha)と比率
年度 2000 2001 2002 2003 2004 
総人工造林 5105138 4953038 7770971 9118894 5598079 
J!3耕還林 683600 890300 4423600 6196100 3568200 
比率(%) 13% 18% 57% 68% 64% 
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担ったのが， 2003年制定「国家特別規定的j草木
林地」により加えられたi草木林地である。中国
の北から南まで，平地と山地の境界に広大なj草
木林地が存在する。 i草木林算入の過程は，前掲
f東方』において紹介したのでここでは省略す
るが川中央政府の指示は，喬・濯・草一体の緑
化思想、が退耕還林に必要だと強調している。
2 退耕還林現地調査の報告一対照的な二つの
例
(1 ) 陳西省延安市周辺県調査
本項の調査日程・記録類については，本号の
特集に掲載されるので，併せてそれをご覧頂き
たいが，個別に若干の調査を加えたので，総括
的な報告をここで取り扱うこととした。
退耕還林事業実施以来，年に 1回ほどである
が，長江を中心に，西南部を視察する機会を得
ていたが，華北については，寧夏回族自治区以
外，訪問する機会を逸していた。 2004年当研究
所において，陳西省延安市を中心に実地調査が
行なわれ，その報告を聞き，退耕還林事業に先
進的な岡市西北の呉旗県の詳細も承知してい
た。たまたま，本年は同延安市の周辺県を調査
することになり，実地調査に加わることを得
た。訪問した地域は，延安市，安塞県，志丹県
であり，当地政府幹部の案内を受け，周辺をく
まなくめぐり調査することが出来た。
石油基地延安 陳西省は司馬遷『史記]以来知
られる石油産出地であるが，特に，最近の中国
の産業の発展，道路整備なと守に伴って，石油需
要は飛躍的に増大し，延安も重要な産出基地と
なった。「中国統計年鑑2005年Jにおいても，
2004年の生産は16，245.1万トンで全国第5位と
なっている。標高差のある山間の土地柄である
ので，平地が少なく，設置される掘削機もーヵ
所に 2，3基止まりであるが，至る所の小規模
原油貯蔵タンクから集め回るタンクローリーが
幹線道路を塞ぐほど走り回っていた。
退耕還林と石油の関係は，延安市や検林市な
ど，陳北石油産出地において，丁度退耕還林事
業出発時以来の農村構造変化に，地もと還元の
資金を補助金として活用し，現在も続いている
ということである。延安各地の政府幹部弘退
耕還林事業が概ね順調に推移している背景に，
石油資源が有効に活用されていることを強調し
ていた。
9月初旬，われわれが調査から離れた直後，
9月15日，実はこの延安市において，中国第4
位の「陳西延長石油有限責任公司」が成立した
と報じられた。背景には無秩序な石油採掘の混
乱を治め，石油産業と地方経済の安定と発展に
寄与するものと期待されている。
以下，報じられた範囲であるが，公司成立度
前，陳北黒油と云われる延長油田と長慶油田
(検林中心)に蔓延した盗泊事件で，油田からの
補償や利益分配に当地農民の不満が欝積してい
たというのである。
延長油田には2000口の油井があるが，例えば
志丹や安塞県の例であるが， 1油井から 1日約
15トン産出する。ただし 1日ごとには多少の
誤差があり，これに目をつけた農民が 5~6 人
で組み，蛇皮袋というー袋40~50キログラムは
いる一これを背油という で 5，6袋，毎日
2~3 トンを盗み取っていたという。石油採掘
工の月収は600元と云うことであるが，この原
油は一般には，一キログラム 1 元，月収 6~7
千元，多くて 1万元になったというが，背油は
1袋10元で売りきばかれ，この損失は 1年で
1井当たり 140万元に上っていたという。 しか
も，この原油はジープを改造した「二蛋車」に
2~3 トン積み込み，近くで製油すれば月収10
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万元にもなるといいう。こうした盗油横行の背
景には，少精油所が多数聞かれていた事もあ
り，政府が管理する精油所への運搬手続きなど
が煩蹟であり，手数料も高く，市においても，
少なくとも油1トンが1000元で売られるのに対
し，市に入る地方税は原油 1 トンで 4~8 元し
かならず，現実に目をそらしていた結果とい
う。こうした事態を打開するためにも延長石油
公司が成立したと報じられている
8年の憂い 延安市だけでなく，陳北や山西の
黄土高原に広まっているのであろうが，退耕還
林が盛んに行なわれた結果，改めて基本農田を
どう確保するかが問題になってきていた。陳西
省の退耕還林が盛大に行なわれた結果につい
て，われわれが調査をしていた前後，マスコミ
がしきりにその成果を報じていた。
その中で，われわれが延安調査を実施してい
た同じ期間に， r陳西日報J記者による現地報道
があり，ほほ同ーの情報源に基づくため，適宜
これを抜粋してみよう。 先ず8月19日の報道
であるがヘ「延安市は全国唯ーの退耕還林試点
市であり，全市13の県・区で完成した国家計画
内の退耕還林は779.46万ム で(中略)1998年と
比べ，全市農作物種植面積は400万ムー減少し
た。ただし農業に対する努力を大いに傾けた
結果，大いに早作農業技術を押し広め，農民一
人当たり食糧生産量は依然安定して， 400キロ
グラム以上である。退耕還林工程の実施および
その後続産業の発展により，延安，検林を代表
とする陳西省の生態状況ははっきりと改善さ
れ，退耕区域内の農民・農業生産条件と農村の
姿が深刻に変化をもたらしている。(中略)退耕
還林政策の通過後，陳西省164万退耕戸の684万
農民一人当たりの収入は1097元を実現した。退
耕後，大量の農村労働力が広種薄収の労働生産
中より解放され，種植業，養殖業，農産品加工
業，労務輸出(出稼ぎ)等多角経営に転じた。
広く種えても収穫の薄い伝統的生産方式もまた
逐次高産，優質，高効の現代産業生産方式に転
換したJとあり， 2004年末の陳西省退耕還林農
民は平均4ムーを退耕したと報じている。
続いて，同『陳西省日報j8月30日には，退
耕還林後の後続産業について取り上げてい
るヘその一部を紹介すると次の記述が注目さ
れる。
「退耕還林後，陳西省農業産業は快速に発展
した。その原因は 2つである。 1つは退耕還林
成果が無事に終わることにより， 8年後の農民
の食糧，富裕民問題を解決し，さらに地方政府
が必須の多くの財力と精力を投入し，農業主導
の産業を発展させた事 2には退耕還林工程の
実施は，大量の農村労働力を広種薄収の労働生
産の中から解放され，種植業，養殖業，農産品
加工業，労務輸出等の多角経営に転向し，設備
使用の農業，舎飼養畜，農村商業取引，農産品
加工等の産業が壮大に発展している。(中略)安
塞の大棚(高級ビニールハウス)読菜産業，宝
塔区の山地リンゴ，畜牧業等，退耕還林後に雨
後の竹の子の如く，勃発発展しないものはな
い。退耕後，安塞県は新たに日光温室の大棚
(高級ピニ ルハウス)2万棟，弓棚(普通のビ
ニールハウス)5000基を新増設し，陳北最大の
大棚読菜基地と成った。宝塔区は， 1リンゴ業を
強め，草畜業を壮大にし，ビニール栽培を高め
る」の発展路線に照らして，群衆の大発展を引
導する主導産業として，山上のリンゴ，川道の
瓜栽培，谷間の養畜産業を開発して各面の初歩
形成を遂げた。去年，この 3項の産業収入が全
区農民の一人当たりの純収入の半ば以上を占め
た」とある。
「糧は川を下らず山を登る」 今回の現地調査と
関係者の説明から，別項の記録の通り，この新
聞報道とほぼ同じデータと感想を得ていたので
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あるが，この調査中，終始気に掛かっていたの
は，退耕還林後の農民の基本農田の確保につい
てである。特に志丹県で，当地関係者がやむを
得ざる選択であると共に政府も賛成し，卓越し
た思考であると自賛する農田確保策は，黄土高
原の山頂を削り取り，新たに数段の棚田を形成
する対策(写真)である。
気象条件や年間の気候変化の厳しい華北・黄
土高原は同時に斜面の多い梯田式耕地を抱えて
いたのであるから，退耕還林事業は，まさに農
民にとって救いの神である。マスコミの報道に
もある通り，広く種まいても穀物収穫が少ない
というこれまでの農法を転換するには，思い
切って新たな手法を取らざるを得なかった。例
えば，われわれが訪問した志丹県では，石油資
源からの収入という援助が背景にあったが，退
耕還林について，全県上げて幹部が指導体制を
取り，個々の担当役割について責任制を敷き，
農民を指導していった。その結果，退耕地96.3
万ムーの土地に紫花百若や沙打旺などの優良な
草飼料を中心に数年を草地造成し，その聞に中
腹に植林し，また肉午を中心とする養牧場を山
間水土流出地に増設していった。このほかアン
ズ産業も勧められている。その結果，全県の水
土(表土)流出改善は69.7パーセントにおよび，
森林覆蓋率は68パーセントに達したと云う。
しかしこの結果は農民一人当たり基本農田
が不足することになる。 3~2.5ムーの基本農田
は，退耕還林後の最低食糧を確保するためにも
重要である。ここで延安市各県の政府が取った
対策は，全面的に先ず退耕還林し，同時に補助
期間の切れる 8年間(経済林は 5年間)後の自
給作として，果樹栽培，読菜栽培，家畜飼養と
3つのいずれかを集中して選択して，自立と現
金収入化を図ったのである。
退耕還林後にめどが付くのにはまだ数年はか
かるであろうが，現段階で，どの県の幹部も
18年の憂い」は解いたと胸を張る。では日常の
農民の食糧はどうするか。幹部の一部に，食糧
は買えばいいとの発言もあったが，丁度この
間， 2003年頃，中国全体の基本農田が減少する
という警告が出され，退耕還林もその一因では
ないかとの議論があり，国家は改めて基本農田
を確保するよう政策を打ち出した。
本来，退耕還林は耕地を止め林地とし，補助
期間後はそこから収入を上げ，自立する政策で
ある筈である。国家が打ち出したスロ ガンに
も「樹は山を上り，糧は川を下る」とあるのに
対し，延安市の場合，むしろ基本農田確保を逆
手に取るように，タイミング良く考え出された
ものである。その結果当地のスロ ガンは「山
に帽子(田)をかぶせ，腰にスカートを巻き(植
樹し)，足に靴(養畜，蔵菜栽培)をはかせる」
と称している(写真)。山上の耕地には主として
穀物・トウモロコシを植える予定という。退耕
還林後の造田方針は近村，近水，近路の三近が
原則といい， トラクタ で20分との説明があっ
たが，今後どのように展開されるか注目される
ところである。
(2) 広西チワン族自治区徳保県調査
2005年9月初旬，北の延安から一挙に南に移
動して，異なる地相から退耕還林を踏査するこ
とになった。自治区の首都南寧からパスで西に
5時間半ほどの距離にある。昨年も同自治区広
隆県の調査を行なったが，具体的な事例が少な
く，十分な成果が出せなかった。
1つにはガイドに人を得なかったことと，訪
問先の何処もが退耕還林の知識に乏しいこと，
土地の状況が石漠地帯で，むしろ斜面に耕地を
持ちにくいという状況であったからでもあろ
つ。
徳保県調査今回の調資では，徳保県のA村を
訪れ，一定の成果があり，延安よりむしろ多い
農民と面接したのであるが，それは延安の幹部
挙げての積極的な取り組みと全く異なる面を見
出したのであった。
村名を匿名にするのにも理由がある。丁度調
査の最中，その村の村長が，退耕還林地の 6割
について独断で自己のものとして権利を私し，
今まさに裁判に訴えようとする動きが村民から
起こってきたという場面にであったのである。
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その経過はつまびらかではないが，徳保県付近
はアルミ鉱物資源が豊かで，すでに大きな精錬
工場の進出がきまり，市の中心街には歓迎の旗
がひらめいていたのであるが，このA村の退耕
還林地が，まさに数年後，工場進出にあい，土
地はすでに手放すことが決まっているという。
どのような条件で転貸または，権利を放棄する
のか，まだ知らされていないという。
表(6 ) 館、保県A村調査
土地(ムー)
戸別 年齢
総面積 畑地 水田
A 35 18 3 5 
A 35 18 3 d 戸
B 39 16 4 2 
C 60 7.7 3.5 3.2 
D 27 18 3 5 
E 34 14.5 2 1.5 
F ? 15.5 4 3.5 
G ? 20 2 1.5 
H 32 15 4 6 
I 25 10 3 2 
J 39 10 3 3 
K 40 11 4 4 
合計 155.7 35.5 36.7 
平均 36.78 14.15 3.23 3.34 
肝心の退耕還林について，平均して 3ムーほ
どの土地を，還林している。石漠地帯で良質な
土壌の土地が少ないこの地方では，平地で水が
有れば水田が作れる。また平地には亜熱帯に適
した作物を選択でき，バナナ，マンゴ，木薯(澱
粉用)など種類は多い。山地には殆ど水分を止
めず，雨が降れば，僅かの土壌も根こそぎ洗わ
れ，喬木は育ちにくい。住民も天水桶を備え，
退耕還林面積・樹種
林地 経済林(ムー ) 樹種
10 1 
10 1 
10 4 
1 3 
10 1.5 山査子・薬剤
11 3 
8 3 
16.5 3 果樹
d 戸 4 
5 4 
4 2 
3 3 
83.5 31.5 
7.59 2.86 
表(7) 徳保県林務局提示退耕還林状況
2002 2003 2004 
工程任務(ムー) 40，000.00 65，000.00 40，000.00 
退耕地造林 20，000.00 35，000.00 10，000.00 
荒山造林 20，000.00 30，000.00 30，000.00 
完成面積 40，000.00 65，000.00 28，000.00 
生態林 37，553.17 63，802.05 ? 
経済林 2，446.83 1，197.95 ? 
総投資額 3，880万元 6，765万元 2，040万元
目前投資 1，580万元 1，935万元 430万元
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乾燥期に備えている。そうした土地の退耕還林
を農民に尋ねると，もともと樹木の育ちにく
い，また畑地としても適当で、なく，半ば耕作を
放棄していた土地をあてたという。この地では
主として山査子を植え， 3年目という。聞けば
みな経済林との答えであったが，驚くべき事に
経済林として登録すると補助期間が5年である
と言う認識を持ち合わせていなかったのであ
る。そればかりか，退耕還林の検査は受けてい
ると言うが，今年までに穀物補助，現金補助一
切を受けていないという。村の農民A氏の話し
では，ここの村民が請け負った山林面積は当初
49ムーであった。その後実際は110ムーで残り
61ムーは村長が独断で請け負ったということが
最近露見し，今問題化したばかりであるという
ことであった。それでも農民は困った顔をして
いない。残りの田畑で十分生活が成り立つの
か，近々，退耕地が企業進出で林地管理もなく
なるとみて，村などの集体の管理に一任されて
いるのか，農民は a切知らないと言う。誌面の
都合でこれ以上の余白が無くなったので，農民
の回答状況表(6 )と，県林務局から提示され
た公式の報告文書から作表した表(7 )をかか
げ，読者に判断を委ねたい。
退耕還林による移民新村(陳西省延安市)
注
(1) 6大林業工程とは 1)天然林保護工程 2 ) 
防護林建設工程三北，長江中・下流域等重点
地域 3 )退耕還林還草工程 4)環北京地区
防沙防治工程 5 )野生動物保護および自然保
護区建設工程 6 )林業産業基地建設工程をい
つ。
(2) rアジア文化研究所研究年報j2004年第39号
「中国『西部大開発Jと地域社会の変容J
(3) r東方j297号の少稿「中国緑化行政の新段階」
(2005. 11 東方書庖)
(4) r中国林業j2005年8B第593期「深化認識，全
力打好相持階段林業発展攻竪戦」
(5) 前掲注4
(6) 前掲注 3
(7) i新華網2005年9月16日 我国組建第四大石
油公司 隊北采油無秩序状態結束J，および，中
国「網易NETEASE:来源第一財経日報J2005
年8月31日配信「侠北黒油暗涌 農民葬倫油度
目宝馬不算好車」による。
(8) r人民日報網j2005年8月19日「侠西省緑地6
年拡大十分之~J
(9) r人民日報網j2005年8月31日「険西省退耕還
林後続産業迅速!堀起J)
石漠化山地の退耕還林(広酋チワン族自治区)
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